
２０１５年１２月２４日 

第２９１回群馬大学アナログ集積回路研究会 報告 

題目： 「情報化社会に埋没しない技術者に」  

講師： 蒲生良治氏 

 
（ＣＱ出版） 

日時： 2015年 12月 15日（火） 12:40〜14:10  

場所： 群馬大学理工学部（桐生キャンパス）総合研究棟 502号室 

概要： 

・自己紹介/略歴  

・エレキの世界と「トランジスタ技術」  

・「たんなる技術知識」の価値は下がってきている  

・技術とは…問題を解決する能力  

・求められる能力…知識・技量を目的に向けてアレンジできること  

・技術者になる…面白さと達成感  

・中学校 技術・家庭科の試み  

・技術レベルと技術習得のしやすさ  

・エレキ技術者 これからの職場  

・IoT が必須になってくるこれからの電子機器  

・「21世紀はネットで I/O」  

・プラットホームは今のうちに軽く使い倒す  

・カテゴリ(業種)特有の要素技術…重要な企業内ノウハウ  

・サイバー時代の課題…ハードウェアと組み合わせた暗号化技術  

・教育現場では本物での実体験を主に  

（・情報化の精度と陥穽） 

共催： 応用科学学会 

 

 



 

 



 

「トランジスタ技術」誌等で知られる CQ出版社にて 長年ご活躍されてきて 

おられる蒲生良治氏にご講演をいただいた。長年エレキ関係出版のお仕事を 

されてきた立場から見ての、この分野の若者へのメッセージをお願いした。 

学部２年生「電子回路 I」の講義の１コマとして、また公開講演会も兼ねて 

開催し、学生を中心に教職員、学外の方も含めて１００名前後の多くの 

参加者があった。丁寧に原稿を作成されてこられてお話しいただき、蒲生氏の

誠実なお人柄をうかがい知ることができ、「技術は人なり、経営は人なり」の 

言葉を思い出した。 

 

終了後に蒲生氏からいただいたお言葉 

「当方にとりましては、伝えることの難しさ、あるいは伝えるための工夫が  

如何に重要かということを改めて感じることができました。」 

 

 

 

「エレクトロニクス」や「電気電子」より「エレキ」という表現が 

ぴったりしていると思う。 

 



 

学部２年生の講演終了後の感想（学生のレポートより） 

● アナログ技術者の仕事に対するモチベーション、必要な能力、技術者象を 

イメージすることができた。 

● そのためには大学にて自分は何を学んでいくべきか考えた。 

● 電子回路技術がどのように世の中で使われているか、今後どのように活用 

されていくのかがイメージできた、 

● 技術は訓練をうけなければ身につかない。 

● 単なる技術知識では価値は小さい・下がっている。 

● 健全なる達成感が人を成長させる。欲望と達成感は紙一重である。 

● 技術とは問題を解決する能力。訓練からしか湧いてこない。 

●「センス」は好きでないと身につかない。 

● ものつくりにおいては人との共同作業が欠かせない。 

● 知識が全てではなく、考えたり行動したりする経験が大事である。 

● 同じものが商品としてすでにあったということは、自分のレベルが   

そこに追いついたということである。 

● 技術を体で身に着ける、訓練する。 

● 計測器を日本製にすることが重要。 

 

ご講演での板書 

 

 



ご講演での資料 

 

 

 

 



ご講演での資料 

 

 

（写真提供 石川信宣  文責 小林春夫） 


